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合い言葉：石東中は未来の私の出発点  

 

  
新型コロナウイルス感染症拡大防止対応として、練馬区から区立小中学校一斉臨時休校の指示

があり、３月２日(月)から春休みまでを臨時休業といたしました。３月６日(金)には、学年ごと

に時差登校を行い、学年末考査の答案および個票の返却、休業中の学習課題等の指示・確認を行

いました。            

３月１９日(木)に実施した第７１回卒業式は、地域・ご来賓の皆様には大変申し訳ありません

でしたが、感染症拡大防止対応に則り、卒業生・保護者・教職員のみにて卒業式を挙行させてい

ただきました。卒業生および在校生には、大変寂しい思いをさせてしまいましたが、１５３名の

卒業生は、立派な態度で式に臨み、前途洋々と本校を巣立っていきました。 

今後、１.２年生の修了式や新年度の始業式・入学式等につきましても日程通り行う予定ですが、

入学式につきましても、現段階では卒業式と同様の対応と考えております。変更が生じた場合は、

文書あるいは学校連絡メールおよびホームページにてお知らせいたします。どちらも閲覧できな

い場合には、学校にご連絡ください。 

 今後も感染症拡大防止対応の通知文を参考に、不要不急・人の大勢集まる場所への外出は控え、

生徒が安全な家庭生活を送れるようご留意ください。  

 
３月１９日卒業式 式辞より 
本校第７１回卒業式を挙行するにあたり、本来ならば練馬区教育委員会をはじめ、多くのご来賓をお招きし、保

護者の皆様とともに卒業生の門出をお祝いするところではありますが、ご承知の通り、世界的に猛威を振るう新型

コロナウイルス感染拡大防止の対応により、やむなくご来賓及び在校生が不在での卒業式となり、卒業生の皆さん

には寂しい思いをさせてしまい、大変申し訳なく思います。 

保護者の皆様には、これまで三年間、本校の教育活動にご理解・ご協力を賜り、学校生活の様々な場面において

も生徒たちの学びを支えていただきました。本当にありがとうございました。卒業生の皆さんご卒業おめでとう。

先ほど皆さん一人一人に卒業証書をお渡ししました。それぞれの証書は、単に中学校の全課程の修了を証明するだ

けのものではありません。皆さんを慈しみ育ててくださったご家族の深い愛情、先生方や主事さん方の温かな教え

や導きの結晶。そして友達との交流によって育まれた豊かな時間の証でもあることを深く心に刻んで欲しいと思い

ます。三年間の中学校生活は、楽しいことも多くあったと思いますが、同時に辛かったこと、悩み、苦しんだこと

も少なからずあったのではないでしょうか。しかし、そうした経験の全てが、必ずや皆さんの豊かな人間形成に役

立つと信じています。 

昨年４月、本校の校長として着任した私は、一年間しか皆さんと学校生活を共にすることが出来ませんでしたが、

事前学習・準備に多くの時間を費やし、それぞれが高い意識をもって臨んだ修学旅行は、とても充実した中身の濃

いものでした。私にとっても皆さんとふれ合えた素晴らしい思い出となりました。また、運動会・合唱コンクール

では、皆さんは最上級生として完全燃焼し、学校行事や部活動で頑張る皆さんの姿は、後輩たちに物事に一生懸命

取り組むことの大切さを教えてくれました。進路決定の時期には、面接練習を通して高校生活の抱負や将来の夢に

ついても語ってくれました。中には、卒業後の自分の将来を不安に思う人もいましたが、「石東中は未来の私の出発

点」を合い言葉に、これまでの三年間の中学校生活で皆さんが積み重ねた経験と努力に自信をもち、今後も精進を

重ねていけば必ず道は開けます。自分を信じ、頑張ってください。 

 さて、９年間の義務教育を終える皆さんは、これから社会の一員として生きていきます。これからの道のりは楽

しいことだけでなく、苦しいことも、今まで以上にたくさんあるかもしれません。そうした今後の人生に向けた餞

として、言葉を贈ります。それは、日本の歴史的な寺院の修復に生涯を捧げ、古代の大工道具である槍鉋（やりが

んな）の復元など飛鳥時代から受け継がれていた寺院建築の技術を後世に伝える、最後の宮大工と称された西岡 常

一（つねかず）さんが言われた、西岡家に代々伝わる「木の癖組は工人たちの心組みなり」という言葉です。（工人

とは、宮大工職人のことです。）このお話は、皆さんが中学２年生で扱った国語の教科書の題材としても取り上げら

れているお話です。西岡さんは、明治の末に代々法隆寺の修復を手掛けてきた宮大工の家に生まれ、幼い頃から法

隆寺の現場へ祖父の常吉（つねきち）氏に連れられ、宮大工としての英才教育の基、将来の棟梁となるべく厳しく

仕込まれました。法隆寺の「昭和の大修理」の時には若くして棟梁として活躍した才能ある人でした。そして時が

過ぎ、六十歳の頃、「薬師寺金堂の復元」という大きな仕事を請け負うこととなりました。西岡さんは、三十人の若

い弟子を集め、彼らをまとめながら復元の仕事に取り組んでいったのですが、仕事は困難を極める厳しいものでし



た。そうした中、不満を口にする若者がいたり、弟子同士がけんかをする場面もあったそうです。そんなある日、

西岡さんは弟子たちを集めて言いました。「建物は良い木ばかりでは建たない。北側で育った普通には使えない木も

あるが、それを建物の日当たりの悪い場所で使ってやると何百年もじっと我慢をする良い木になる。」それを聞いた

弟子の一人は、「棟梁は自分のような扱いにくい人間でも、生かして使ってくれているのだ」と感じ、涙したそうで

す。そして、ようやく迎えた薬師寺金堂の復元完成の日に弟子に送った言葉が、先ほど紹介した「木の癖組は工人

たちの心組みなり」という言葉です。 

皆さんはどのように感じますか。木には木目や節目、硬さや強さなど様々な癖があります。そうした癖のある木

が集まって、それぞれの特性を生かすことで、薬師寺のような何百年とその姿をとどめる素晴らしい建物ができる

というわけです。同じように、私たち人間も一人一人、様々な能力や性格、考え方をもっています。そうした人た

ちの心が上手く組み合わさることで、本当に強い絆で結ばれた仲間、組織、大きくは社会ができていくのではない

でしょうか。近年、我が国は、大地震や台風の多発・記録的な大型台風の襲来とそれらに伴う豪雨による水害や土

砂災害と、度々未曾有の災害に見舞われ、今もなお復興途上の地域もあり、未だに不便な生活を強いられている人

たちが大勢いらっしゃいます。そうした数々の苦難を乗り越えての復興に向け、人と人との絆の在り方、日本人同

士の心の結びつきが改めて問われています。 

皆さんは、これから出ていく社会の中で様々な考え方をもった多くの人と出会っていくことになりますが、相手

の良さを認めながら積極的に関わり、社会の一員として活躍していくことを心から願っています。 
お問い合わせ先電話番号 03－3996－2157 

※ホームページ：http://www.shakujii-e-j.nerima-tky.ed.jp/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
６日（月）始業式              
７日（火）入学式 
８日（水）新入生歓迎会・身体計測（3 年） 
９日（木）身体計測（1,2 年） 

１０日（金）授業参観・保護者会 
１３日（月）全校朝礼・専門委員会・安全指導 
１４日（火）証明写真撮影 
１７日（金）進級写真撮影（2,3 年） 

避難訓練 

 
２０日（月）認証式 
２１日（火）耳鼻科検診 
２２日（水）職員会議 
２３日（木）内科検診 
２４日（金）離任式 
２７日（月）腎臓病検査一次① 
２８日（火）歯科検診（3 年） 

部活動保護者会 

主な行事の紹介 

●スキー移動教室（2 年）＜２月１６日（日）～１９日（水）＞ 
２年生が、長野県にある練馬区立武石少年自然の家（ブランシュたかや

まスキー場）で「スキー移動教室」を行いました。実行委員を中心に考案
した「雪ニモマケナイ石東生 集団生活大成功 ３Ｓ＋１」をスローガン
に、スキー実習と宿舎での生活を送りました。  

スローガンの３Ｓには、「Smile・Smart・Safety」という意味が込めら
れており、その言葉通り、楽しく安全に臨機応変に行動することができま
した。終了後の感想文でも、充実した活動になった様子が感じられる４日
間となりました。  

＜生徒感想＞  
 １日目の実習が雨で大変そうだと思ったが、その後は天候に恵まれ  

て確実にスキーの技術を向上させられたと思います。インストラクター  

さんや実習班のメンバーと協力しながら行動することができました。  

宿舎内での生活については、１日目、初めてのことが多く少し戸惑った  

りすることもあったが、それを２日目、３日目につなげられて良かった  

です。食堂に入る時のあいさつなど、礼儀の面でも成長できたと思いま  

す。集団生活を通して、時間を守ることや礼儀の大切さ、周りの人たち  

と協力することの必要性を学ぶことができました。とても有意義な４日  

間だったと思います。〈２年女子〉  

来年度の予定 

●もちつき大会（１年）＜２月２０日（木）＞ 
谷原地区もちつき保存会の皆さんの協力で今年度も実施  

することができました。前日も PTA 役員の方や代表生徒の  

皆さんで準備を行い、当日は一人一役の保護者の方にもお  

手伝いいただき、大盛況の会となりました。前日準備では、  

「なぜ杵や臼を水につけるのか」ということを学んだり、  

当日は「谷原地区のもちつきの仕方や歌」を教わったり、  

普段の授業では教わらない地域伝統の知識を学習することができました。大変有意義な会となり、 

保存会の皆様や保護者の方には感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました。  

●第 69 回東京都公立学校 
美術展覧会 

<２月１３日（木）～２月１９日（水）> 
上野・東京都美術館  

〇出展者 

<美術> (１年女子)（１年女子） 

(２年女子)（２年女子） 

(３年女子) (３年男子) 

<技術> (１年女子)  

(２年男子) 

<家庭> (２年女子)（２年女子） 

●令和元年度 体育優良章 

（３年男子）、(３年女子) 

 
●令和元年度産業教育振興会賞 

（３年男子）、(３年女子) 

 

 

 

http://www.shakujii-e-j.nerima-tky.ed.jp/

